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町
内
の
皆
様
新
年
お
め
で
ご
う
御
座
い
γ

ま
す

昨
年
は
何
か

t
町
政
運
替
の
面
に
御
文
相
官
下
さ

い
ま
し
た
こ
さ
に
つ
き
心
か
ら
戚
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ

b
ま
す

s

昨
年
は
寄
人
仁
芭
つ
て
は
異
に
一
大
試
練
の

年
で
合
っ
た

ιぃ
、
主
総
る
の
で
ゐ
り
ま
し
て
政

治
的
に
は
与
度
管
初
衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総

選
畿
正
併
せ

τ参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
行

は
れ
又
矯
積
期
以
来
の
気
候
趨
順
を
欠
一一
手
異
常

な
冷
害

h
真
理
想
事
F

J

'
ー

を
も
た
弘
崩
事
韻
豊
富
'
~
唾

E
-
g

ら
し
逐
親
臨
熔
溺
馨
積
額
縁
語

J

i

-

ド
昭
和
智
監
慧
盤
馨
姥

二
十
年

haa箇
箇
槌
曹
司

家
の
冷
窓
口
凶
作
に
直
面
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が

幸
不
訟
不
屈
の
畿
民
魂
Z
関
係
者
懇
げ
て
の
御

協
力
に
よ
り
之
が
針
策
も
臼
を
衣
ぎ
進
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
ニ
ピ
は
誠
に
威
相
聞
に
堪
え
な
い
1

次
第

で
ゐ
り
ま
す

三
宮
、は
あ
れ
鴇
掛
第
福
の
気
紙
芝
を
以

τ皆
さ

ん
は
既
に
"本
年
の
計
ど
樹
て
ら
れ
た
ニ
吉
、
、
信

子
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
折
角
の
成
案
御
計
番

は
若
笈
に
ニ
れ
を
な
し
Z
げ
て
再
び
前
年
の
-7

7

ム
hy事
な
〈
悔
の
な
い
一
才
を
喜
び

Z
民
激

の
う
ち
に
過
し

τ
vた
V
H
き
た
い
V
Z
念
額
し
て

己
ま
向
次
第
で
あ
ち
ま
す
，.

町
芭
し
て
も
一
ー冷
害
掛
策
、
利
別
川
の
篭
源
開
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厳
一
間
一
品

νま
三

中

市

(

し

て

紙

一

戸

海

頭

の

一
明
日
出
可
則
一
土

ι盟問
V

い
し
て
お
山
崎
み
る
住
み

t「
町
」

3

J
御

技

拶
J

て
宜
々
輔
、
車
ア
b

し
む
d

(
微
カ
を
鐙
す
幅
削
存
安
め
・
4
去
す
の
一

ζ

ぷ

吋

判

的

一

で

、

総

吾

妻

役

を

希

子

g
i
i持政ザ
ソ

混
/
蜜
郎
同
一
で
あ
り
ま
す
。

、

」
昭
和
=
十
九
年
と
い字国高い

一
昭
和
二
十
九
年
の
年
頭
じ
あ
た
り
町
内
み
な
一出
多
い
設
も
あ
も
だ
ま
b
、二

一
さ
ん
の
御
多
季
五
仰
健
康
を
心
か
ら
新
念
品
こ
に
ご
一
一
一
げ
M
E
M

一ま
し
て
年
額
の
御
挨
拶
Z
し
ま
す
。
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U
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0
0
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夜
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道
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市
計
書
、借地
抽
出
百
机
道
客
土

事
業
の
安
施
或
は
営
林
著
、
電
報
電
話
局
又
は

高
度
副
閉
山
田
集
約
地
域
の
誘
致
等
」
重
要
懸
案
事

項
が
山
積
し
T
J
お
k
差
等
は
何
れ
晶
倒
係
方
面

一

の
抑
制
併
に
よ
り
好
純
白し
っ
、
お
り
E
は
・-
E
ぇ
、

こ
れ
が
賞
授
の
た
め
『今
後
吏
じ
努
力
を
傾
注
し

な
り
れ
ば
な
ら
な
レ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方

こ
れ

が
貸
現
乞
期
す
た
め
に
は
ひ

Z
り
閥
係
者

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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の
み
で
な
〈
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町

民

各

位

の
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大

の

御
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援
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一

服
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出
帆

I
1

・

御

協

力

一

1
1
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の

主

同

一
に

侠

ね

一

今

審

議
合
同
議
長

E

な

》

り

れ

一

曾

我

井

定

、一

今

金

一

判

長

薪

蕗

房

‘

由
ば
そ
の
一

成
果
を
一
今
盈
町
田
皆
線
聞
け
ま
し
て
一
位
見
舞
れ
ま
し
て
農
家
も

期
し
待
な
い
貨
情
に
あ
り
ま
す
の
で
一
層
の
翌
古
屋
う
御
座
い
ま
す
一
家
主
主
題
皇

L
E

援
助
を
お
旧
制

νす
る
も
の
で
ゐ

b
ま
す
一
私
も
無
事
新
年
生
出
え
ま
、し
て
す
あ
む
ま
す
が
、
此
宏
私
自
一
四

S

一
と
こ
に
脱
詞
宜
申
上
げ
ら
れ
佳
一
艇
に
意
気
清
沈
す
る
よ
弘な
こ

又
民
生
安
定
の
一
つ

Z
し
て

z
b
主
げ
た
、公
一

d

一

ー

一

T
Eは
一
置
に
皆
織
方
田
健
一
止
な
〈
愈
々
笠
唱
に
圃
葺
す
品

替
住
宅
施
設
じ
つ
い

τも
、
一
昨
年
'
え
白
住
宅
一
大
な
る
御
支
援
由
た
ま
も
白
で
一
と
と
も
に
、
日
常
呈
重
注

建
設

mmzし
ぺ
指
定
さ
れ
院
に
二
す
五
戸
の
建
一
あ
ち
ま
L
て
厚
〈
御
紐
由
L
上
一
で
き
る
だ
け

Eし
て
、
主
一む
信
長
崎
市
尚一
一
昨
日
U

設
乞
了
し
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じ
定
め
る
芭
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よ

h
そ
れ
ぞ
一

h
邑
彊
竃
富

F
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に
手
を
引
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い
・
助
合
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助
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主
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一
・
弘
通
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V
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し
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努
力
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お
L
'

れ
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居
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あ
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ま
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闘
欝
醐
腰
闘
幽
官

、一
ら
豊
作
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み
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華
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迭
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た
方
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或
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現
在
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圏

三
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護

蜜

醤

一

恵

与
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煩

い
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る
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の
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、

今

年
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Z
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五
戸
の
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議

鑑

鶴

ゴ

一

ま

E

一¥
J
a
農
協
膨
験
選
、
J
d

一R
b軌

建
設
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
立
居
り
ま
す
の
で
、
.早
一

グ

1
1
1
1

!
一

一

，

p

‘

一
げ
ま
才
てJ

、

、

一
ら
昨
年

政
そ
の
希
望
PM
H

終
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も
の
芭
確
信
し
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油
、
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年
比
故
郷
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し
て
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作
一
よ

2

〆

I ， 

-一



ド'; ~，か・ね町、政!だより 、

. ヲ-w{ZZ疋:;;>-~呪fB三
.-'.~'1 も叫ル & 楓 川

託、ず(第泌総〉耳手間間三i月1自主ri

J， .pg~~ご丹ZZコ
/ ‘ 

枚 助田I

役徳一金
吉抑議町

藤役
禾本E号、場

仇勝部←歯

メ~ ‘
----. 

e 

線
ε

酔
皆

保

長

小

疎

開

雌

戸

海

定

勝

-

米

世

貞

夫

会

J

山
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宇
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木
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村
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士
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銀
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官

同

民

艦

購
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大

塚

-
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‘
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謀

'
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笹文 ♂

今
金
町
議
曾
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A
j

一金

町

一
懇
畏

・
魯
我
弁
定

一
一

公
安
委
昼
食

一闘
要

，井

村

金

嘉

一

義

員

長

?

，
4

員

畏

一

庄

此

富

一

室

‘
日
中
比
三

事

国
D
-

軍

E

一
部
雲

員

長

-

-

細

・
今

野

博

員

，
.

費

藤

信

光

町

内

‘

久

米

益

平

岡

部

資

清

水

絵

弐

長

谷

川

敬

一

一

=

島

民

松

霊
繋
常
任
委
員
長

‘
相

原

成

男

副

委

員

長
・

質

商

伊

三

郎

支

沼

注

梅

木

正

路

戸

忠

左

衛

門

洞

鋤

az

鯛

戸

卯

宅

米

山

億

一

碑
霊
常
任
委
員
長

河

、田

清

闘
袋
員
畏

南

川

怯

鷲

野

庄

・
遺

麗

重

大

鈴

木

・
伊

e

鵡

綱

三

葎

矯

陸

太

母

'
支

議村
語

国
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国
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E走磁
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醐
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重

第

J
'
h
‘

E

係

長

A
E
E

野

中
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祭

出

納

諜

出

締

保

今

村

、
千

給

仕

J

加

我

幸

使

T
J
愛
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吉

太

今
金
保
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所

血
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義

滋

査

部

長向

上

甑

清

水
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仁
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仁
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仁

久

a
保
・

-需

品

情

尾

高

峰

情

牽

庄

司
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岡
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選
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岡
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